
｢みやぎちネマクラドル｣第 3 回参加者発表会
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みやぎシネマクラドルは､ 宮城周辺で活動を続 ける映像作家

と市民団体が共同で行うプロジェクトです｡ 参加者同士発表

会や勉強会をして､ 緩く､ 楽しく交流します｡ 開催場所は

メディアテ ー ク7 階奥のフリ ー

スペ
ー

ス ｡ どう石ご参加く放 い

. 日時 : 1 2 月 6 日 ( 日)
1 4 : 0 0 ～ (受付 1 3 時半)

■ 会場 : せんだいメディアテ ー ク

7 階スタジオb

T 上映作品 『無名碑 M O N U M E N T』 (7 0 分)

『小さな学校』( 6 0 分)

( 監督 : 村上浩康)
t 参加費 無料 定員なし

■持ち物 筆記用具 ･ 飲み物
■ 主催 : みやぎシネマクラドル
■ 共催 : トくさのねプロジェクト

■ 協力 : せんだいメディアテ ー ク

■ 上映作品

『無名碑 M O N U M E N T』

岩手県盛岡市にある｢ 高校の池｣ を舞台にした映画祭｢盛岡たかまつ

手づくり映画祭｣ で上映するために製作された作品 ｡ 市民 の憩いの場で

楷の名所でもある｢高松の池｣ を舞台に､ モこに集まる様々な人々 の証

言を記録 ｡ 池にまつわる歴史や環境を描くと共に､ 震災や戦争など近代

から現代に続く様々な事象を浮き彫りする｡

『小さな学校』

2 0 0 3 年に廃校になった神奈川県藤野町 の篠原小学校の最後の 1

年間を記録した作品 ｡ 過疎と少子化のため統廃合されることになった篠

原小学校は全校生徒 6 人､ 教員 9 人の 小さな学校 ｡
自然豊かな環境

で育まれる子どもたちの日常を季節の移り変わりと共に見つめる｡ 映画の

後半は父兄やボランティアなど身近な人々によって撮影された｡

スケジュ ー ル

1 4 :0 0 ～

1 4 : 0 5 ～

1 4 : 1 0 ～

1 5 : 3 0 ～

1 5 : 4 0 ～

1 6 : 5 0 ～

1 7 : 3 0 ～

1 7 :4 0

開会のあいさつ

発表者 : 村上浩康のあし喧つ
『無名碑 M O N U M E N T』 (7 0 分)
* 上映と製作意図の説明

休憩
『小さな学校』(6 0 分)
* 上映と製作意図の説明

フリ ー ト ー ク開始
告知タイム
発表会終了

※終了後は食事会を予定しております｡

お気軽にご参加くだ乱 1｡

発表者 : 村上港康 (むらかみ ･ ひうやす)

1 9 6 6 年宮城県仙台市生まれ｡ 1 9 9 0 年より

東京の映像製作プロダクション勤務 ｡ 2 0 0 0 年
よりフリ

ー

ラ> スのディレクタ ー･に｡ 主に記録映画
や博物館やイベントにおける展示映像の演出を

辛がける｡

2 0 1 2 年､ 神奈JIL県愛川町で動植物の保護

と研究に取り組む= 人の老人の姿を1 0 年間に

渡って記録したドキュメンタリ ー 映画｢ 流 なが

れ｣が完成 ｡ 第 5 3 回科学技術映像祭文部科
学大臣賞 ､ キネマ旬報文化映画ベストテン第 4

位 ､ 第 6 5 回映像技術賞､ 文部科学省特選 ｡




